
※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

下流側 上流側CL

DL=410.000

A1

P1 P2

A2

A1 P1 P2 A2

▽423.934

▽HWL425.634

M

左岸
右岸

M F
M

DL=410.000

市道高甫南原線

W = 0.40(地覆)+ 2.50(歩道)+ 7.00(車道)+ 2.50(歩道)+ 0.40(地覆)=12.800m

全体一般図

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

市道高甫南原線

有限会社 光コンサルタント

図示

調査会社

測量会社

設計会社

須 坂 市

尺
縮

号
番

1

σca=1600㎏/cm2　τa=2700㎏/cm2

σca=70㎏/cm2　τa=6.5㎏/cm2

鉄　　　　筋

コンクリート

橋格

許容応力

雪荷重 100kg/m2　添架物荷重 200kg/m設計荷重

　2.0%(歩道)　1.5%(車道)　1.5%(車道)　2.0%(歩道)

下部工形式 逆T式橋台、逆T式橋脚　(直接基礎)

1等橋　TL-20

昭和54年(1979年)10月

3径間連続PCポステン箱桁橋形式

　1.999%　3.058%

計画高水流量：520m3/sec (百々川鮎川改修計画図)河川流量

百々川交差物件

アスファルト舗装橋面舗装

橋 梁 諸 元

臥竜橋(ガリュウバシ)橋梁名

θ= 00°00′00″

道路線形 : R=∞(直線)

l = 43.0 m +  60.0 m +  43.0 m

L = 147.200 m

竣工年月日

横断勾配

縦断勾配

斜角

平面線形

幅員

支間

橋長

路線名
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2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

⇒
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＜凡例＞

仮設足場

補修箇所

3 400

1
2
 
8
0
0

CL

橋　　長　147 200

100桁　　長　147 000100

500側径間　43 000中央径間　60 000側径間　43 000500

橋　　長　147 200

100桁　　長　147 000100

500側径間　43 000中央径間　60 000側径間　43 000500

C
L

CL

A2橋台P2橋脚A1橋台 P1橋脚

S=1:150下部工正面図

S=1:100断　面　図

S=1:300平　面　図

S=1:300側　面　図

橋梁補修一般図

伸縮装置取替工[歩車道境界]

導水管取替

[歩車道境界]

[Ａ２橋台]

[Ｐ２橋脚][Ｐ１橋脚]

[Ａ１橋台]

伸縮装置取替工排水管取替

舗装打換え工舗装打換え工

伸縮装置取替工

[Ｐ１橋脚]

[Ｐ２橋脚]

[Ａ２橋台]
導水管取替

伸縮装置取替工
伸縮装置取替工

舗装打換え工
舗装打換え工

[Ａ１橋台]

導水管取替導水管取替

導水管取替

舗装クラック補修工
舗装打換え工

表面被覆工
ひびわれ補修工
断面修復工

表面被覆工
ひびわれ補修工
断面修復工

表面含浸工
ひびわれ補修工
断面修復工

ひびわれ補修工ひびわれ補修工

表面含浸工
ひびわれ補修工
断面修復工

ひびわれ補修工

ひびわれ補修工 表面含浸工
ひびわれ補修工
断面修復工

舗装クラック補修工

表面含浸工
ひびわれ補修工
断面修復工

舗装クラック補修工

【臥竜橋】



※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

A1 P1

A1 P1 P2 A2

位置図

第2径間第1径間 第3径間

起点側

至 長野須坂インター線

終点側

至 鎌田山トンネル方面

100 100

S=1:800(A1)
S=1:1600(A3)

43 500 60 000 43 500

147 000

開始

ひび割れ部の清掃

材料溶解

材料充填

終了

クラック補修の手順

付着防止剤塗布

プライマー塗布

舗装クラック補修工

5
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既設路盤工(補足材M-25)

密粒度AS改質Ⅱ型20
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【臥竜橋】

S=1:100舗装補修図(1)

百々川
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595857
55

56

全景

L=31000㎜ W=5.0mm
ひび割れ

H=20㎜
段差

網目状ひび割れ
900×800

300×50
t=20

剥離

200×50
t=20

剥離

400×100 t=40
剥離

50×100
t=40

剥離
網目状ひび割れ

1000×700

網目状ひび割れ
1200×900

1

2

排水桝目詰まり

排水桝目詰まり

排水桝目詰まり排水桝目詰まり排水桝目詰まり

排水桝目詰まり

H=25㎜
段差

全景

全景

不陸整正（路盤の補足材敷均転圧 M-25）

表層工（密粒度AS改質Ⅱ型20）t=5cm

5,000

6
,
0
0
0

舗装打換え工

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

図示

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

2 舗装補修図(1)18

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

シール材

プライマー

舗装補修図(1)　数量表
工　種 種別-細別 規　　格 単位 数　量 算　　　　式

AS舗装版 6 6.0

直接掘削積込

m2

AS舗装版 t=5cm すりつけ作業なし

図面内集計表より

不陸整正

t=5cm

AS舗装版 t=5cm すりつけ作業なし

舗装版敷均し・転圧 密粒度AS改質Ⅱ型(20) t=5cm すりつけ作業なし

m2

m2

30

30

30

舗装クラック補修工

舗装版切断工

舗装打換え工

加熱式アスファルト系シール材

区画線設置工 ペイント式 実線 W=15cm

ｍ

ｍ

77

　〃

　〃

5.0x2=10.020

舗装クラック補修工(第1径間)

補修部番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

合　計

幅W(mm)

2.00

2.00

5.00

1.00

2.00

2.00

2.00

2.00

3.00

3.00

2.00

2.00

2.00

2.00

5.00

2.00

1.00

5.00

2.00

1.00

2.00

5.00

1.00

2.00

2.00

2.00

2.00

5.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

1.00

2.00

2.00

1.00

2.00

1.00

1.00

1.00

3.00

1.00

2.00

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

2.00

0.50

0.50

2.00

77,450mm

延長L(mm)

1,100

400

6,200

150

750

600

750

850

2,600

1,800

700

1,000

800

300

300

700

200

500

400

200

900

600

300

500

200

500

400

31,000

400

500

200

500

400

600

300

800

300

400

2,200

1,400

200

700

300

200

200

1,200

200

300

900

1,400

150

3,200

500

400

150

1,000

1,550

200

400

1,500

100

備　考

舗装打換え工

舗装打換え工

(77.45ｍ)

補修部番号 幅W(mm) 延長L(mm) 備　考

ｍ

6.0x5.0=30.0

舗装打換え工　A=30m2



※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

P1 P2

A1 P1 P2 A2

位置図

第2径間第1径間 第3径間

起点側

至 長野須坂インター線

終点側

至 鎌田山トンネル方面

100 100

S=1:800(A1)
S=1:1600(A3)

43 500 60 000 43 500

147 000

開始

ひび割れ部の清掃

材料溶解

終了

クラック補修の手順

プライマー塗布

舗装クラック補修工

材料充填

付着防止剤塗布

1
0
 
1
5
0

4
0
0

2
 
2
5
0

2
5
0

7
 
0
0
0

2
5
0

60 000

排水桝

スラブドレーン

スラブドレーン

スラブドレーン

スラブドレーン

【臥竜橋】

S=1:100

百々川

舗装補修図(2)

2A001 2A002 2A003 2A004 2A005

2A006
2A007

2A008

2A009

2A010

2A011

2A012
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17
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23 24

27

25 26
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31

32

33
34 35
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37

38 39 40

41

42

43 44 45 46

排水桝目詰まり

47

48

52
5150

49

ひび割れ

排水桝目詰まり

排水桝目詰まり 排水桝目詰まり 排水桝目詰まり

L=10500㎜ W=5.0mm
ひび割れ

L=2400㎜ W=0.5mm
ひび割れ

L=2400㎜ W=0.5mm

排水桝目詰まり 排水桝目詰まり

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

図示

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

3 舗装補修図(2)18

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

シール材

プライマー

舗装クラック補修工(第2径間)

補修部番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

合　計

幅W(mm)

2.00

2.00

5.00

2.00

2.00

2.00

2.00

1.00

2.00

2.00

5.00

2.00

2.00

1.00

5.00

1.00

5.00

3.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

5.00

5.00

2.00

5.00

2.00

2.00

1.00

5.00

2.00

1.00

2.00

5.00

2.00

2.00

2.00

3.00

2.00

2.00

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

3.00

62,200mm

延長L(mm)

600

600

3,000

400

400

300

300

400

200

300

6,000

300

200

300

10,500

150

5,200

700

700

400

150

300

150

400

4,250

1,150

300

1,500

400

400

300

2,150

300

700

300

2,100

600

300

1,200

2,000

700

300

200

2,400

1,500

1,500

2,000

400

500

2,400

250

150

備　考

(62.20ｍ)

補修部番号 幅W(mm) 延長L(mm) 備　考

舗装補修図(2)　数量表
工　種 種別-細別 規　　格 単位 数　量 算　　　　式

図面内集計表より舗装クラック補修工 加熱式アスファルト系シール材 ｍ 62



※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

P2 A2

A1 P1 P2 A2

位置図

第2径間第1径間 第3径間

起点側

至 長野須坂インター線

終点側

至 鎌田山トンネル方面

100 100

S=1:800(A1)
S=1:1600(A3)

43 500 60 000 43 500

147 000

開始

ひび割れ部の清掃

材料溶解

終了

クラック補修の手順

プライマー塗布

舗装クラック補修工

材料充填

付着防止剤塗布

5
0

既設路盤工(補足材M-25)

密粒度AS改質Ⅱ型20

エ
プ

ロ
ン

部
5
0
0

エ
プ

ロ
ン

部
5
0
0
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スラブドレーン

スラブドレーン

スラブドレーン

スラブドレーン

舗装補修図(3)

【臥竜橋】

S=1:100

百々川

3A007

3A008

3A009
3A014 3A015

3A001

3A002

3A010

3A011

3A012

3A013

3A016

3A003

3A004
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排水桝目詰まり

2600×100
t=40

剥離
排水桝目詰まり 排水桝目詰まり

排水桝目詰まり

排水桝目詰まり

34

排水桝目詰まり

L=7200㎜ W=5.0mm
ひび割れ 網目状ひび割れ

1500×1000

網目状ひび割れ
1500×500

網目状ひび割れ
1500×1000

網目状ひび割れ
2000×1000

穴
t=30

不陸整正（路盤の補足材敷均転圧 M-25）

表層工（密粒度AS改質Ⅱ型20）t=5cm

舗装打換え工

6
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0
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4
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0
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2
5
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2
5
0
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0
0

2
5
0

2
 
2
5
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4
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400 100

43 600

43 100

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

図示

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

4 舗装補修図(3)

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

18

シール材

プライマー

舗装クラック補修工(第3径間)

補修部番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

合　計

幅W(mm)

2.00

2.00

1.00

1.00

1.00

2.00

2.00

2.00

1.00

1.00

2.00

5.00

3.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

3.00

2.00

5.00

5.00

3.00

2.00

2.00

2.00

2.00

5.00

2.00

2.00

5.00

5.00

2.00

0.50

0.50

0.50

40,000mm

延長L(mm)

3,000

1,800

300

500

300

500

700

700

400

200

1,000

7,200

600

500

400

600

300

2,000

600

2,300

1,900

1,200

800

300

300

300

1,200

1,900

300

300

5,500

1,000

600

100

250

150

備　考

舗装打換え工

(40.00ｍ)

舗装補修図(3)　数量表
工　種 種別-細別 規　　格 単位 数　量 算　　　　式

AS舗装版 6 6.0

直接掘削積込

m2

AS舗装版 t=5cm すりつけ作業なし

図面内集計表より

不陸整正

t=5cm

AS舗装版 t=5cm すりつけ作業なし

舗装版敷均し・転圧 密粒度AS改質Ⅱ型(20) t=5cm すりつけ作業なし

m2

m2

30

30

30

舗装クラック補修工

舗装版切断工

舗装打換え工

加熱式アスファルト系シール材

区画線設置工 ペイント式 実線 W=15cm

ｍ

ｍ

40

　〃

　〃

5.0x2=10.020

補修部番号 幅W(mm) 延長L(mm) 備　考

ｍ

6.0x5.0=30.0

舗装打換え工　A=30m2



【臥竜橋】

伸縮装置補修図(1)
( A1伸縮継手詳細図 )

※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。
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A1 伸縮装置取替工数量表

型　式 規　格 単位 合計 備　　考車道用 歩道用

本
 鋳鉄製・荷重支持型 HDJ-CVJ-R80

 定尺(L=900) 6 ― 6 

 端部 〃 2 ― 2 

 鋼製・歩道用 HSJ-SW-R80
 定尺(L=900) 〃 ― 4 4 

 端部 〃 ― 2 2 

品　名 仕様・規格 単位 合計 備　　考車道用 歩道用

 伸縮装置
 鋳鉄製・荷重支持型（副資材詳細は数量計算書に記載） HDJ-CVJ-R80 m 7.000 ― 7.000 

 鋼製・歩道用（副資材詳細は数量計算書に記載） HSJ-SW-R80 ― 5.060 5.060 

 埋設型排水桝  HDJ-D3 個 2 2 4  高さ調整金具、フレキシブル管(φ20㎜ , L=1000)含む　NETIS登録番号：HK-140002-VE

 地覆止水  HDJ-JS A 〃 ― 2 2 （副資材詳細は数量計算書に記載）

 二次止水（樋型）  HDJ-OP-R350 m 7.000 5.060 12.060  伸縮量60/80mm用（副資材詳細は数量計算書に記載）

 補強鉄筋

 4-D13×7.00 kg 27.86 ― 27.86 

 0.995kg/m 8-D13×2.50 〃 ― 19.90 19.90 

 計 〃 27.86 19.90 47.76 

 差筋アンカー  D16 本 120 64 184 

 超速硬モルタル  σck＝24N/mm2以上 m3 0.392 0.354 0.746 

 断面修復材  地覆止水埋め込み部 〃 ― 0.014 0.014 

 アスファルト 〃 0.224  密粒度AS改質Ⅲ-W(20F)

 アスファルト 〃 0.091  細粒度AS(13)

0.224 

0.091 

〃
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車道部標準取付平面図  S=1:10 車道部標準取付断面図  S=1:5

歩道部標準取付平面図  S=1:10 歩道部標準取付断面図  S=1:5歩道部配置図  S=1:30

車道部配置図  S=1:30
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調査会社
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5 伸縮装置補修図(1)18

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

地覆部詳細図  S=1:10

　表層材は超速硬モルタル硬化後に施工を行うこと。

【　指　示　事　項　】
※　施工にあたっては、現場再測の上行うこと。その上で割付寸法の変更

     が必要となる場合は、発注者と協議を行い決定する。

　伸縮装置本体の連結は、伸縮装置の施工手順書を参照すること。

※　車道用(横目地)製品は実環境での負荷を想定した移動荷重にて30年相当

     の輪荷重走行試験を実施し疲労耐久性を確認した製品とする。

※　車道用製品は水密性向上のため荷重支持プレート及び連結パッキンを

     有する製品とする。

※　車道用製品は段差・騒音の抑制のため後打ちコンクリートが露出

     しない製品とする。

※　車道用製品はLCC低減のため部分取替や簡易補修が可能な製品とする。

※　路面として求められる水準以上のすべり抵抗を有する製品とする。 

排水口詳細図  S=1:10

二次止水材

排水管　25A

※ホースバンドSUS

※ホースニップル(両口)SUS　25A

※ゴムホース　25A

φ34,φ34.8を締付可能な事

（注）　1.　二次止水材排水口からの流末は、橋座面に滞水せぬよう

　　　　　　排水ホースを取付（別途工事）し、誘導する事。

　　　　2.　排水ホース・固定金具の取付は、足場設備（別途工事）にて行う事。

　　　　3.　床版遊間が狭隘な場合は、排水パイプ設置に必要なスペースを確保する事。

排水管または桁下に誘導する



【臥竜橋】

伸縮装置補修図(2)
( A2伸縮継手詳細図 )

※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。
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地覆部詳細図  S=1:10排水口詳細図  S=1:10

　表層材は超速硬モルタル硬化後に施工を行うこと。

【　指　示　事　項　】
※　施工にあたっては、現場再測の上行うこと。その上で割付寸法の変更

     が必要となる場合は、発注者と協議を行い決定する。

　伸縮装置本体の連結は、伸縮装置の施工手順書を参照すること。

※　車道用(横目地)製品は実環境での負荷を想定した移動荷重にて30年相当

     の輪荷重走行試験を実施し疲労耐久性を確認した製品とする。

※　車道用製品は水密性向上のため荷重支持プレート及び連結パッキンを

     有する製品とする。

※　車道用製品は段差・騒音の抑制のため後打ちコンクリートが露出

     しない製品とする。

※　車道用製品はLCC低減のため部分取替や簡易補修が可能な製品とする。

※　路面として求められる水準以上のすべり抵抗を有する製品とする。 

二次止水材

排水管　25A

※ホースバンドSUS

※ホースニップル(両口)SUS　25A

※ゴムホース　25A

φ34,φ34.8を締付可能な事

A2 伸縮装置取替工数量表

（注）　1.　二次止水材排水口からの流末は、橋座面に滞水せぬよう

　　　　　　排水ホースを取付（別途工事）し、誘導する事。

　　　　2.　排水ホース・固定金具の取付は、足場設備（別途工事）にて行う事。

　　　　3.　床版遊間が狭隘な場合は、排水パイプ設置に必要なスペースを確保する事。

排水管または桁下に誘導する

型　式 規　格 単位 合計 備　　考車道用 歩道用

 HDJ-CVJ-R40
 定尺(L=900) 本 6 ― 6 

 鋳鉄製・荷重支持型
 端部 〃 2 ― 2 

 HSJ-SW-R40
 定尺(L=900) 〃 ― 4 4 

 鋼製・歩道用
 端部 〃 ― 2 2 

品　名 仕様・規格 単位 合計 備　　考車道用 歩道用

 伸縮装置
 HDJ-CVJ-R40 m 7.000 ― 7.000  鋳鉄製・荷重支持型（副資材詳細は数量計算書に記載）

 HSJ-SW-R40 〃 ― 5.060 5.060  鋼製・歩道用（副資材詳細は数量計算書に記載）

 埋設型排水桝  HDJ-D3 個 2 2 4  高さ調整金具、フレキシブル管(Φ20㎜ , L=1000)含む　NETIS登録番号：HK-140002-VE

 地覆止水  HDJ-JS A 〃 ― 2 2 （副資材詳細は数量計算書に記載）

 二次止水（樋型）  HDJ-OP-R250 m 7.000 5.060 12.060  伸縮量20/40mm用（副資材詳細は数量計算書に記載）

 補強鉄筋

 4-D13×7.00 kg 27.86 ― 27.86 

 0.995kg/m 8-D13×2.50 〃 ― 19.90 19.90 

 計 〃 27.86 19.90 47.76 

 差筋アンカー  D16 本 120 64 184 

 超速硬モルタル  σck＝24N/mm2以上 m3 0.392 0.283 0.675 

 断面修復材  地覆止水埋め込み部 〃 ― 0.012 0.012 

 アスファルト 〃 0.096  細粒度AS(13)

 アスファルト 〃 0.238  密粒度AS改質Ⅲ-W(20F)

0.096 

0.238 



【臥竜橋】

伸縮装置補修図(3)
( 埋設型排水桝詳細図 )

伸縮装置補修図(3)
( 埋設型排水桝詳細図 )

※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。
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1)補修箇所は、必ず、現場実測確認の上で

　伸縮装置本体と干渉しない位置に施工を行うこと。

2)施工に際しては、必ず現地にて補修箇所および

　寸法・数量を確認の上行うこと。

3)施工のタイミングは伸縮装置の設置と同時に

　施工を行うこと。

4)設置位置は現場状況を考慮し水勾配の下流側

　端部に設置すること。

5)高さ調整金具で床版面と排水桝の取水口底面が

　一致するように位置を合わせること。

6)排水桝取り付けに必要な高さを確保できない

　場合は現場状況に応じて干渉する箇所を適宜

　追加ハツリすること。

7)排水桝と通し筋が干渉する場合は、通し筋を

　カットすること。

8)遊間から下部へ配管を行い現場状況に応じて

　周辺に影響のない箇所まで流末処理を行うこと

9)排水管を延長する場合はウォーターホース、

　ホースニップル、ホースバンドを別途用意する

　こと。

10)排水管はサドルバンド・プラグレスアンカー等

　を使い、橋台等に適宜固定すること。

【　指　示　事　項　】

桁　側 橋台側桁　側 橋台側

桁　側 橋台側 桁　側 橋台側



※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。
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剥離

220×50
剥離

300×50
剥離

230×50
剥離

320×50
剥離

5400×50
剥離

浮き
250×200
t=100

9000×50
剥離

反射板欠損

500×300
剥離

150×300
剥離 600×400

剥離

ひび割れ
遊離石灰目詰まり

L=800㎜

200×200
浮き

網目状ひび割れ
遊離石灰目詰まり

2100×400
500×300

剥離

L=400㎜ W=0.5mm
ひび割れ

L=500㎜ W=0.8mm
ひび割れ

100×100
t=20

剥離

700×50
遊離石灰

750×50
遊離石灰

200×50
遊離石灰

550×50
遊離石灰

600×200
t=100

鉄筋露出

2400×200
t=70

鉄筋露出

鉄筋露出箇所

450×150
遊離石灰

700×70
遊離石灰

650×100
遊離石灰

2000×50
遊離石灰

150×150
遊離石灰

1200×100
剥離

150×200
遊離石灰

1000×250
遊離石灰

100×50
遊離石灰

100×50
遊離石灰

60×30
木片

950×250
遊離石灰

1000×250
遊離石灰

腐食

腐食

天端▽

▽天端

反射板欠損

　幅,長さの集計はしないものとする。　幅,長さの集計はしないものとする。

t=20

t=20 t=20

t=20

t=30 t=30

t=30

t=30t=30t=30t=30

t=30

t=30

t=30

ネジなし ネジゆるみ ネジゆるみ ネジゆるみ ネジなし ネジゆるみ

ネジなし

高欄横桟補修済み

ネジなし ネジなし 支柱変形 縦桟変形 高欄補修済
L=150㎜
横桟変形

17

18

19

21

20

22

23

L=1100㎜ W=10mm
枠剥離

4

13

表面被覆工
400

6
5
0

100

3
7
5

250

3
0
0

2
7
0

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

1:100

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

8 歩車道境界補修図(1)18

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

A1下流側親柱展開図　S=1/50

A1上流側親柱展開図　S=1/50

断面修復工（鉄筋防錆なし）

補修
番号

損傷形状

L

(mm)

B

(mm)

面積

A=L×B

(cm2)

厚さ

t

(cm)

体積

V=A×t

(m3)

備考

※L:橋軸方向　B:橋軸直角方向 ひび割れ充填工（親柱）

ひび割れ幅

1.00mm以上

補修部番号

01

02

06

07

08

15

16

24

27

合　計

幅W(mm)

5.00

3.00

1.00

2.00

1.00

1.00

1.50

1.50

1.20

3,850

延長L(mm)

850

500

200

150

300

650

100

650

450

備　考

 (3.85ｍ)

工　種 種別-細別 規　　格 単位 数　量 算　　式

左官工法

ｍひびわれ注入工

鉄筋防錆なし

低圧注入工法

ひびわれ充填工 Ｕカット工法

m3

ｍ 3.85

表面保護工

断面修復工

ひびわれ補修工

表面被覆工（歩車道境界・第１径間）

(1)上流側

(2)下流側

延長

L

(m)

43.50

43.50

幅

W

(m)

0.82

0.82

合　計

面積

A=L×W

(m2)

35.7

35.7

71.3

備考

8

9

10

700

800

17,100

50

50

50

350

400

8,550

2.00

2.00

3.00

0.0007

0.0008

0.0257

合　計 9,300 0.0272

0.0272

表面被覆工 スケルトンクリアーコーティング（CCｰB仕様） m2 71.3

ひび割れ注入工（親柱）

ひび割れ幅

0.25mm

～
1.0mm

補修部番号

03

05

09

10

11

12

14

25

26

合　計

幅W(mm)

0.80

0.50

0.30

0.30

0.30

0.50

0.30

0.80

0.70

3,100

延長L(mm)

400

150

300

650

350

300

450

250

250

備　考

 (3.10ｍ)

ひび割れ幅 補修部番号 幅W(mm) 延長L(mm) 備　考

ひび割れ注入工（歩車道境界）

10 0.30 250
0.25mm

～

1.0mm

合　計 250  (0.25ｍ)

3.10＋0.253.35

歩車道境界補修図(1)　数量表



P1 P2

※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

A1 P1 P2 A2

位置図

第1径間 第3径間

起点側

至 長野須坂インター線

終点側

至 鎌田山トンネル方面

100 100

43 500 60 000 43 500

147 000

第2径間
1
0
 
1
5
0

4
0
0

2
 
2
5
0

2
5
0

7
 
0
0
0

2
5
0

60 000

排水桝

排水桝

照明柱

照明柱

左地覆側面

右地覆側面

左地覆側面

右地覆側面

歩車道境界補修図(2)

【臥竜橋】

百々川

歩車道境界 S=1:40 地 覆 S=1:40

W= 0.27+0.25+0.30
 = 0.82m

2B003

2B006

2B036

2B046

2B019

2B040 2B041

2B027

2B026

2B010 2B020

2B037

2B001
2B002 2B004

2B005
2B007 2B008

2B009

2B011

2B015

2B017

2B018

2B021 2B022 2B024

2B023

2B025

2B028 2B029 2B031 2B032 2B033

2B034

2B035

2B039 2B045

2B012 2B013 2B0162B014

2B038 2B042 2B043 2B044

2B030

※歩車道境界のひびわれW=0.2mm以下の※歩車道境界のひびわれW=0.2mm以下の

表面被覆工(1)

表面被覆工(2)

断面修復工

断面修復工(Fe)

断面修復工(Fe)

04

2000×50
t=60

03

05

5600×50
t=60

2150×50
t=30

06 07

断面修復工(Fe)
100×30
t=60

08

150×50
t=20

100×100
t=20

断面修復工 断面修復工

L=60,000

L=60,000

1700×50
剥離

1200×50
t=60

剥離

250×50
t=60

剥離

200×50
t=50

剥離
120×50
t=50

剥離

150×50
t=50

剥離

100×50
t=50

剥離

100×30
t=50

剥離

100×20
t=50

剥離

150×20
t=50

剥離

100×100
剥離 反射板欠損

反射板欠損

100×30
t=50

剥離

1600×50
t=50

剥離
200×50
t=50

剥離

800×30
t=50

剥離

100×50
剥離 120×30

剥離

150×30
剥離

900×150
剥離

100×100
剥離

900×200
鉄筋露出

900×100
遊離石灰

1100×100
遊離石灰

1800×100
遊離石灰

2450×100
遊離石灰

550×100
遊離石灰

24

25

1000×100
遊離石灰

2150×100
遊離石灰

26

100×100
遊離石灰

1750×400
遊離石灰

1900×100
遊離石灰

腐食

腐食

腐食

腐食

腐食

腐食

天端▽

▽天端

　幅,長さの集計はしないものとする。　幅,長さの集計はしないものとする。

t=30
t=30

t=30

t=30

t=150

t=20t=20

t=200

遊離石灰
ひびわれ

2 3 6
9

7 8 10

14

12

15

21 23

ネジなし ネジなし
ネジなし ネジゆるみ ネジなし ネジなし

ネジゆるみ

ネジゆるみネジなし
ネジなし ネジなし

ネジなし

ネジゆるみ

ネジなし ネジなし ネジなしネジなし ネジなし ネジなし ネジなし ネジなし ネジなしネジなし

ネジなしネジなし
100㎜×15㎜
縦桟腐食

反射板欠損

縦桟横桟補修済み

縦桟変形

反射板欠損

150×50
剥離

4 51 11 13 16 17

18 19

20 22

表面被覆工
400

6
5
0

100

3
7
5

250

3
0
0

2
7
0

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

1:100

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

9 歩車道境界補修図(2)18

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

断面修復工（鉄筋防錆なし）

補修
番号

4

5

7

断面修復工（鉄筋防錆あり）

補修
番号

損傷形状

L

(mm)

150

100

2,150

損傷形状

L

(mm)

B

(mm)

50

100

50

合　計

B

(mm)

合　計

面積

A=L×B

(cm2)

75

100

1,075

面積

A=L×B

(cm2)

厚さ

t

(cm)

厚さ

t

(cm)

体積

V=A×t

(m3)

体積

V=A×t

(m3)

備考

備考

※L:橋軸方向　B:橋軸直角方向

※L:橋軸方向　B:橋軸直角方向

工　種 種別-細別 規　　格 単位 数　量 算　　式

左官工法

ｍひびわれ注入工

鉄筋防錆なし

低圧注入工法

ひびわれ充填工 Ｕカット工法

m3

m3

ｍ ---

表面保護工

断面修復工

左官工法 鉄筋防錆あり

ひびわれ補修工

2.00

2.00

3.00

0.0002

0.0002

0.0032

表面被覆工（歩車道境界・第２径間）

(1)上流側

(2)下流側

延長

L

(m)

60.00

60.00

幅

W

(m)

0.82

0.82

合　計

面積

A=L×W

(m2)

49.2

49.2

98.4

備考

歩車道境界補修図(2)　数量表

1,250 0.0036

0.0036

表面被覆工 スケルトンクリアーコーティング（CCｰB仕様） m2 98.4

3

6

8

5,600

100

2,000

50

30

50

2,800

30

1,000

6.00

6.00

6.00

0.0168

0.0002

0.0060

3,830 0.0230

0.0230

---



※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

P2 A2

A1 P1 P2 A2

位置図

第2径間第1径間

起点側

至 長野須坂インター線

終点側

至 鎌田山トンネル方面

100 100

43 500 60 000 43 500

147 000

第3径間

1
2
 
8
0
0

排水桝

排水桝

照明柱

左地覆側面

右地覆側面

左地覆側面

右地覆側面

歩車道境界補修図(3)

【臥竜橋】

百々川

昭和
54年

10月
竣工

が
り

ゅ
う

ば
し

歩車道境界 S=1:40 地 覆 S=1:40

W= 0.27+0.25+0.30
 = 0.82m

3B0073B006

3B001

3B025 3B026

3B014

3B013

3B0213B020

3B022 3B023

3B008

3B009

3B002 3B003 3B004 3B005

3B015 3B017 3B018

3B019 3B024

3B027

3B011 3B012

3B010

3B016

3B029

3B028

3B032
3B0303B031

※歩車道境界のひびわれW=0.2mm以下の※歩車道境界のひびわれW=0.2mm以下の

表面被覆工(1)

表面被覆工(2)

0504

断面修復工(Fe)

断面修復工
200×100

t=20

800×30
t=60

70×30
t=60

断面修復工(Fe)

03

L=43,500

L=43,500

45

6

反射板欠損

200×100
t=20

剥離

200×50
t=50

剥離 800×30
t=50

剥離
70×30
t=50

剥離

剥離
700×400
t=100

隙間
W=8.0㎜

1300×100
遊離石灰

1 2 3

54 6

100×200
t=60

剥離

700×100
剥離

7

8
9
10

11

12

1250×120
遊離石灰

3100×100
遊離石灰

700×100
剥離

1300×100
遊離石灰

3550×180
表面脆弱化

腐食

腐食

天端▽

▽天端

　幅,長さの集計はしないものとする。　幅,長さの集計はしないものとする。

ネジなし

t=60

t=20

ネジゆるみ ネジゆるみ ネジなしネジなし

ネジなしネジなし

縦桟変形
ネジなし

ネジゆるみ

ネジなし ネジなし

ネジなし

ネジなし

ネジなし

ネジなし ネジなし

ネジなし

ネジゆるみ

ネジなし

ネジなし

反射板欠損

300×80
遊離石灰

12

3

7
8

13

表面被覆工

4
0
0

2
 
2
5
0

2
5
0

7
 
0
0
0

2
5
0

2
 
2
5
0

4
0
0

400 100

43 600

43 100

400

6
5
0

100

3
7
5

250

3
0
0

2
7
0

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

1:100

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

10 歩車道境界補修図(3)18

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

A2下流側親柱展開図　S=1/50

A2上流側親柱展開図　S=1/50

断面修復工（鉄筋防錆なし）

補修
番号

3

断面修復工（鉄筋防錆あり）

補修
番号

損傷形状

L

(mm)

200

損傷形状

L

(mm)

B

(mm)

100

合　計

B

(mm)

面積

A=L×B

(cm2)

200

面積

A=L×B

(cm2)

厚さ

t

(cm)

厚さ

t

(cm)

体積

V=A×t

(m3)

体積

V=A×t

(m3)

備考

備考

※L:橋軸方向　B:橋軸直角方向

※L:橋軸方向　B:橋軸直角方向

ひび割れ充填工（親柱）

ひび割れ幅

1.00mm以上

補修部番号

04

06

合　計

幅W(mm)

1.50

2.00

1,400

延長L(mm)

900

500

備　考

 (1.40ｍ)

工　種 種別-細別 規　　格 単位 数　量 算　　式

左官工法

ｍひびわれ注入工

鉄筋防錆なし

低圧注入工法

ひびわれ充填工 Ｕカット工法

m3

m3

ｍ 1.40

表面保護工

断面修復工

左官工法 鉄筋防錆あり

ひびわれ補修工

2.00 0.0004

0.0004200

4

5

800

70

30

30

合　計

240

21

6.00

6.00

0.0014

0.0001

261 0.0015

表面被覆工（歩車道境界・第３径間）

(1)上流側

(2)下流側

延長

L

(m)

43.50

43.50

幅

W

(m)

0.82

0.82

合　計

面積

A=L×W

(m2)

35.7

35.7

71.3

備考

ひび割れ注入工（親柱）

ひび割れ幅

0.25mm

～

1.0mm

補修部番号

05

合　計

幅W(mm)

0.70

100

延長L(mm)

100

備　考

 (0.10ｍ)

歩車道境界補修図(3)　数量表

0.0004

0.0015

0.10

表面被覆工 スケルトンクリアーコーティング（CCｰB仕様） m2 71.3



※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

P2 P2

A2

排水管
VPφ150 L=1.65ｍ

導水管取替
樹脂フレキシブルチューブ(PVC)

アンカーボルト

落下防止ワイヤー

サドル

※支持金具は1.5～2.0ｍを目安に取り付け。
　最小曲げ半径100mmを超えて設置しない。

支持金具

樹脂フレキシブルチューブ
外径φ24.7

支持金具

支持金具

支持金具

導水管取替工Ａ

樹脂フレキシブルチューブ
L = 4.5ｍ

落下防止ワイヤー

アンカーボルト

第2径間 下流側（G1桁）

導水管取替工Ｂ
第2径間 上流側（G3桁）

排水管取替工
第3径間 下流側（G1桁）

導水管取替工Ｃ
第3径間 上流側（G3桁）

支持金具

支持金具

支持金具

落下防止ワイヤー

支持金具

支持金具
支持金具

支持金具

外径24.7mm/内径19mm 11.8 ｍ

数 量規　　格

SBS25

3 箇所

13 組

導水管取替工数量

樹脂フレキシブルチューブ

落下防止

支持金具

備　考

4.5＋4.5＋2.8

1＋1＋1

5＋5＋3

樹脂フレキシブルチューブ
L = 4.5ｍ

固定金具既設利用

固定金具

支持金具

支持金具

樹脂フレキシブルチューブ
L = 2.8ｍ

落下防止ワイヤー

支持金具

P2
A2

張出床版

箱桁

張出床版

VPφ150 1.65 ｍ

数 量規　　格

1 組

排水管取替工数量

塩化ビニル管

固定金具

備　考

＜特記事項＞
　樹脂フレキシブルチューブの固定位置は参考であり、たわみや折れ曲がり等でチューブ内に滞水が
生じないよう、固定位置及び固定個所数は現場にて適宜調整すること。

20cm以上突出する
桁下面より 20cm以上突出する

桁下面より

20cm以上突出する
桁下面より

排水装置補修図

【臥竜橋】

5
0

100
1
5
0

1
0
0

1
 
6
5
0

2
0
0

1
5
0

165

VUφ150

80

排水管構造図
S = 1/15

バンドＡ部材

バンドＢ部材

2-FB 6×100×373 2 枚

アンカーボルト

数 量規　　格部　　材

バンドＣ部材

ボルト・ナット

1-FB 6×100×50

1-FB 6×100×200

4-M8×70

2-M8×70

1 枚

1 枚

4 組

2 本

固定金具数量 1組当り

排水管取替
塩化ビニル管(VPφ150)

M8*40

M8*70Ｃ

Ａ

Ｂ30 241 39

311

4
0

1
2
0

4
0

2
0
0

100

162

固定金具構造図
S = 1/5

Ａ部材 Ｂ部材

1
0
0

3
0

4
0

3
0

30 16

3
0

4
0

3
0

1
0
0

20

50 6

30

30 20

30 15

R=82.5

φ10×30 φ10×20

φ10×30

Ｃ部材

40 57 6 57 40

200

1
0
0

5
0

5
0

25

30 30

25

φ10×30 φ10×30

15 6

60 253 60

373

50

70

2
0

70

サドル部
(SBS25)

トラスネジ M4×6
アンカープラグM5
コンクリート下穴径: φ8.5
コンクリート下穴深さ： 35

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

図示

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

排水装置補修図

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

11 18

位 置 図

導水管取替工Ａ

導水管取替工Ｂ

排水管取替工

導水管取替工ＣA1 P1 P2 A2

第2径間第1径間 第3径間

G1

G2

G3

百々川



奥行=400㎜

4
6
0

6
0
0

3
0
0

3 250 5 500 3 250

100 100

43 500 60 000 43 500

147 000

【臥竜橋】

正面図 下流側側面図上流側側面図

百々川

A1平面図

百々川

1:60(A1)下部工補修図(1)
A1橋台

位 置 図

第2径間第1径間 第3径間

起点側

至 長野須坂インター線

終点側

至 鎌田山トンネル方面

G1

G2

G3

C1 C2 C3 C4S1 S2 S4S3

A1 P1 P2 A2

表面含浸工(7)

表面含浸工(6)

表面含浸工(8)表面含浸工(5)

表面含浸工(2)

表面含浸工(1)

表面含浸工(4)

表面含浸工(3)

A=0.52m2

A=2.74m2

A=1.468×0.40
 =0.59m2

A=1.718×0.40
 =0.69m2

※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

A=15.44m2

A=22.31m2

A=1.05m2

A=3.27m2

400 400

4G012

4G0144G0104G009

4G008

4G007

4G003

4G002

4G001
4G0054G004

4G013

4G011 4G015

4G018

4G017

4G006

4G021 4G0234G022 4G024

4G020

4G016

4G025

4G019

4G026

01

880×250
t=400

断面修復工(Fe)

8
12

15

10
6

5

149
1 4

2

3
16

17

18

20

19
42

44

41

43

36
34
35 37

40
2527 31

322422 2321

3839
26

28
29

30 33

7

11

13

支承
腐食

沓座モルタル欠損

支承
腐食

沓座モルタル欠損 12000×1360

漏水
土砂堆積

L=100mm W=1.0mm
ひび割れ

L=600mm W=1.0mm
ひび割れ

1400×200
漏水

1500×200
漏水

1200×450
遊離石灰

800×1100
漏水

1500×800
漏水

150×250
遊離石灰

200×200
遊離石灰

200×500
遊離石灰

100×400
遊離石灰

400×1000
漏水

250×800
漏水

2800×1000
表面脆弱化

350×300
漏水

600×70
遊離石灰 遊離石灰

土砂堆積
漏水

土砂堆積
鉄筋露出

880×250 t=400

A1橋台

1 
46
8

橋
軸

方
向

1 718

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

図示

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

下部工補修図(1)12 18

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

21 1.00 300

（パラペット側）

断面修復工（鉄筋防錆あり）

補修
番号

1

損傷形状

L

(mm)

880

B

(mm)

250

合　計

面積

A=L×B

(cm2)

2,200

 

2,200

厚さ

t

(cm)

40.00

体積

V=A×t

(m3)

0.0880

 

0.0880

備考

※L:橋軸方向　B:橋軸直角方向

表面含浸工（A1橋台）

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

面積(CAD計測)

A

(m2)

22.31

15.44

3.27

1.05

0.69

2.74

0.52

0.59

46.61

備考

ひび割れ注入工（A1橋台）

ひび割れ幅

0.25mm

～

1.0mm

ひび割れ充填工（A1橋台）

ひび割れ幅

1.00mm以上

補修部番号

01

03

04

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

22

23

24

25

26

28

29

30

31

32

33

38

39

40

41

42

43

44

合　計

補修部番号

02

05

27

34

35

36

37

合　計

幅W(mm)

0.35

0.50

0.30

0.30

0.50

0.50

0.40

0.50

0.70

0.80

0.50

0.25

0.30

0.25

0.60

0.70

0.80

0.25

0.50

0.40

0.30

0.40

0.30

0.50

0.50

0.40

0.50

0.80

0.50

0.60

0.70

0.30

0.40

0.70

0.50

0.50

20,000

幅W(mm)

1.00

1.00

1.10

1.00

2.00

1.50

1.00

2,970

延長L(mm)

700

500

2,000

500

1,300

900

500

300

500

600

250

500

500

300

1,150

200

2,000

200

750

450

450

850

700

650

300

400

150

300

500

300

400

250

250

150

100

150

延長L(mm)

600

100

400

720

200

450

200

備　考

 (20.00ｍ)

備　考

 (2.97ｍ)

下部工補修図(1)　数量表
工　種 種別-細別 規　　格 単位 数　量 算　　式

ｍひびわれ注入工 低圧注入工法

ひびわれ充填工 Ｕカット工法

m3

ｍ

0.0880

20.00

2.97

表面保護工

断面修復工

表面含浸工 m2 46.61

左官工法 鉄筋防錆あり

ひびわれ補修工

反応系ケイ酸塩系含浸材(RCGインナーシリカ)



1 600 3 900 1 600

9 000

8 000 11 000

9 0001 000 1 0002 750 2 500 2 750

8 000

2 750 2 500 2 750

11 000

9 0001 000 1 000

1
 
5
0
0

100 100

43 500 60 000 43 500

147 000

A1橋台側正面上流側側面図 下流側側面図P2橋脚側正面

P1平面図

百々川

G1 G2 G3

百々川

百々川

P1橋脚

1:100(A1)下部工補修図(2)

G1G2G3

【臥竜橋】

位 置 図

第2径間第1径間 第3径間

起点側

至 長野須坂インター線

終点側

至 鎌田山トンネル方面

G1

G2

G3

C1 C2 C3 C4S1 S2 S4S3

A1 P1 P2 A2

※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

2G040

2G041

2G029

2G030

2G043

2G044

2G024

2G037

2G008

2G009

2G006

2G007

2G003

2G002
2G016

2G033

2G034

2G039

2G046

2G035

2G036

2G021

2G020

2G032

2G042

2G018

2G019

2G025

2G028

2G031

2G027

2G022 2G023

2G026

2G045

2G038

2G010

2G013

2G012

2G0152G014

2G011

2G004 2G005

2G0172G001

1 2

3

250×50
剥離

L=500mm W=0.4mm
ひび割れ

L=100mm W=2.2mm
ひび割れ

L=100mm W=0.9mm
ひび割れ

L=100mm W=0.6mm
ひび割れ

L=1350mm W=0.25mm
ひび割れ

L=750mm W=0.3mm
ひび割れ

200×200
表面脆弱化

200×1400
表面脆弱化

400×1900
表面脆弱化

ひび割れ
遊離石灰目詰まり

P1橋脚

2
 
5
0
0

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

図示

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

下部工補修図(2)13 18

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

ひび割れ注入工（P1橋脚）

ひび割れ幅

0.25mm

～

1.0mm

補修部番号

01

02

03

合　計

幅W(mm)

0.30

0.25

0.40

2,600

延長L(mm)

750

1,350

500

備　考

 (2.60ｍ)

下部工補修図(2)　数量表
工　種 種別-細別 規　　格 単位 数　量 算　　式

ｍひびわれ注入工 低圧注入工法

ひびわれ充填工 Ｕカット工法

m3

ｍ

---

2.60

---

表面保護工

断面修復工

表面含浸工 m2 ---

左官工法 鉄筋防錆あり

ひびわれ補修工

反応系ケイ酸塩系含浸材(RCGインナーシリカ)



100 100

43 500 60 000 43 500

147 000

12 300
11 000

9 0001 000 1 000
4 900 2 500 4 900

11 000

9 0001 000 1 000
12 300

4 900 2 500 4 900

1 600 3 900 1 600

9 000

1
 
5
0
0

【臥竜橋】

位 置 図

第2径間第1径間 第3径間

起点側

至 長野須坂インター線

終点側

至 鎌田山トンネル方面

G1

G2

G3

C1 C2 C3 C4S1 S2 S4S3

A1 P1 P2 A2

P1橋脚側正面上流側側面図 下流側側面図A2橋台側正面

G1 G2 G3 G3 G2 G1

百々川 百々川

P2平面図

百々川

P2橋脚

1:100(A1)下部工補修図(3)

※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

3G021

3G041

3G007 3G012

3G013

3G001

3G034

3G0043G008

3G009

3G010

3G005

3G006

3G032

3G002

3G003

3G029

3G031

3G030

3G019

3G020

3G022

3G017

3G025

3G026

3G040

3G011

3G018

3G033

3G023
3G024

3G039

3G043
3G042

3G014

3G015

3G016

3G035

3G036

3G037

3G038

3G028

3G027

1 2

3

L=100mm W=0.3mm
ひび割れ

L=100mm W=0.7mm
ひび割れ

L=2600mm W=1.0mm
ひび割れ

L=1200mm W=0.6mm
ひび割れ

L=1300mm W=0.4mm
ひび割れ

L=1100mm W=0.1mm
ひび割れ

L=1050mm W=0.1mm
ひび割れ

L=400mm W=0.1mm
ひび割れ

ひび割れ
遊離石灰目詰まり

ひび割れ
遊離石灰目詰まり

ひび割れ
遊離石灰目詰まり

ひび割れ
遊離石灰目詰まり

P2橋脚

2
 
5
0
0

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

図示

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

下部工補修図(3)

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

14 18

ひび割れ注入工（P2橋脚）

ひび割れ幅

0.25mm～

1.0mm

ひび割れ充填工（P2橋脚）

ひび割れ幅

1.00mm以上

補修部番号

01

02

合　計

補修部番号

03

合　計

幅W(mm)

0.60

0.40

2,500

幅W(mm)

1.00

2,600

延長L(mm)

1,200

1,300

延長L(mm)

2,600

備　考

 (2.50ｍ)

備　考

 (2.60ｍ)

下部工補修図(3)　数量表
工　種 種別-細別 規　　格 単位 数　量 算　　式

ｍひびわれ注入工 低圧注入工法

ひびわれ充填工 Ｕカット工法

m3

ｍ

---

2.50

2.60

表面保護工

断面修復工

表面含浸工 m2 ---

左官工法 鉄筋防錆あり

ひびわれ補修工

反応系ケイ酸塩系含浸材(RCGインナーシリカ)



奥行=400㎜

3 250 5 500 3 250

4
6
0

6
0
0

3
0
0

100 100

43 500 60 000 43 500

147 000

【臥竜橋】

A2橋台

百々川

上流側側面図下流側側面図

A2平面図

百々川

1:60(A1)下部工補修図(4)

位 置 図

第2径間第1径間 第3径間

起点側

至 長野須坂インター線

終点側

至 鎌田山トンネル方面

G1

G2

G3

C1 C2 C3 C4S1 S2 S4S3

A1 P1 P2 A2

表面含浸工(4)

表面含浸工(3)

表面含浸工(1)

表面含浸工(6)表面含浸工(7)

表面含浸工(5)

表面含浸工(2)

表面含浸工(8)

※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。

A=0.60m2

A=2.29m2

A=13.15m2

A=2.29m2A=0.60m2

A=1.614×0.40
 =0.65m2

A=15.48m2

A=1.614×0.40
 =0.65m2

400 400

4G012

4G0134G0104G009

4G008

4G007

4G003

4G002

4G001
4G0054G004

4G013

4G011 4G014

4G016 4G018

4G017

4G006

4G020 4G021 4G0234G022 4G024

4G019

4G015

4G025

880×250
t=400

01

断面修復工(Fe)

21

150×1150
漏水

400×1300
漏水

200×300
漏水

L=400mm W=0.3mm
ひび割れ

L=250mm W=0.3mm
ひび割れ

360×1100
漏水

150×300
漏水

土砂堆積

3900×360
表面脆弱化

500×1350
漏水

100×650
漏水

支承
腐食

沓座モルタル欠損

支承
腐食

沓座モルタル欠損 12000×1360

漏水
土砂堆積

A2橋台

橋
軸

方
向

1 614
1 
61
4

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

図示

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

下部工補修図(4)15 18

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

（パラペット側）

断面修復工（鉄筋防錆あり）

補修
番号

1

損傷形状

L

(mm)

880

B

(mm)

250

合　計

面積

A=L×B

(cm2)

2,200

 

2,200

厚さ

t

(cm)

40.00

体積

V=A×t

(m3)

0.0880

 

0.0880

備考

※L:橋軸方向　B:橋軸直角方向

表面含浸工（A2橋台）

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

面積(CAD計測)

A

(m2)

13.15

15.48

2.29

0.60

0.65

2.29

0.60

0.65

35.71

備考

ひび割れ注入工（A2橋台）

ひび割れ幅

0.25mm

～

1.0mm

補修部番号

01

02

合　計

幅W(mm)

0.30

0.30

650

延長L(mm)

400

250

備　考

 (0.65ｍ)

下部工補修図(4)　数量表
工　種 種別-細別 規　　格 単位 数　量 算　　式

ｍひびわれ注入工 低圧注入工法

ひびわれ充填工 Ｕカット工法

m3

ｍ

0.0880

0.65

---

表面保護工

断面修復工

表面含浸工 m2 35.71

左官工法 鉄筋防錆あり

ひびわれ補修工

反応系ケイ酸塩系含浸材(RCGインナーシリカ)



表面含浸工

番
号

縮
尺

須 坂 市

設計会社

測量会社

調査会社

－

有限会社 光コンサルタント

市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

補修工法詳細図

ひび割れ充填工法の手順

反応型けい酸塩系表面含浸工法（湿潤施工）
(粒子コロイド型けい酸塩系表面含侵材)
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コンクリートまたは

粒子コロイド型

塗布面下地清掃

ポリマーセメントモルタル

けい酸塩系表面含侵材

開始

ひび割れ面のUカット

充填材を充填

養生

清掃

プライマー塗布

終了

ひび割れ調査

表面被覆工

断面修復工

可視性表面保護工
（スケルトンクリアーコーティング（CC-B仕様））

ひび割れ注入工
（低圧注入工法）

ひび割れ充填工
（Ｕカット工法）

 Uカット 

充填材　　　　　　

1液性ポリウレタン樹脂

1液ウレタンプライマー

下地処理（サンダーケレン+清掃）

素地

シール材

注入器具

取り付けパイプ

下地処理

ひびわれ注入材

ひび割れ

主桁面

10mm

ポリマーセメントモルタル

（塗布量0.15L/m2）

（塗布量0.1Kg/m2）

（ディスクサンダー,
　ワイヤーブラシ
　によるケレン） エポキシ樹脂

プライマー

鉄筋防錆処理

ポリマーセメントモルタル

カッター切断

カッター切断

カッター切断

カッター切断

プライマー

ポリマーセメントモルタル

断面修復工詳細図
（鉄筋防錆あり）

（断面欠損部・斫り部）

・不良部分をはつり取り健全な部分を露出し、鉄筋防錆、プライマー塗布後、
　ポリマーセメントモルタルを塗布・充填する。

断面修復工詳細図
（鉄筋防錆なし）

※特記事項
　劣化部のはつり取りは、実際の劣化状態を十分確認し、劣化部のはつり不足または健全部のはつり過ぎがないよう注意すること。
　鉄筋かぶりが極端に小さい場合があるため、仕上げ面は現形状に拘らず、鉄筋かぶりを考慮して適宜厚めに塗って良い。

断面修復材 仕様

使 用 材 料

ポリマーセメント
モルタル

圧縮強度

24N/mm2以上

断面修復工の手順
左官工法

開始

カッター工

プライマー

断面修復工

はつり工

鉄筋錆除去

防錆処理

終了

修復範囲調査

鉄
筋
が
露
出
し
た
場
合

標準塗布量

粒子コロイド型けい酸塩系表面含浸材

220

単位　(g/m2)

規　格項　目

性　状

主成分

水酸化カルシウムとの反応

乾燥固形分率

種　類

密　度

pH値

色

5～150nmのポリシリケートおよび粒子コロイド

けい酸ナトリウム・けい酸カリウム

有

12％以上

反応型けい酸塩系表面含浸材

1.05以上

11.0以上

無色

※特記事項
　竣工後30年以上経過したコンクリートによる含浸性の確認を行った材料であること。
　施工は、事前補修（断面修復工,ひびわれ補修工）が完了してから行うこと。
　含侵を阻害する付着物(苔,汚れ等)は入念に除去すること。
　養生は90分間の湿潤養生とし、適宜散水を行うこと。

材料規格

開始

下地清掃

けい酸塩系含浸材塗布

湿潤養生

終了

高圧洗浄機やデッキブラシ等で、
塗布面の水洗いを行い汚れを除去清掃をする。

コンクリート表面が乾燥色を示してから、標準塗布量220g/m2
を噴霧機やローラー、刷毛などを使用して均等に塗布する。

手で触って多少べとつく程度に90分以上湿潤養生を行う。
コンクリート面が乾燥しないように適宜散水を行う。

含侵材施工フロー

（断面欠損部・斫り部）

開始

ひび割れ部の清掃

ひび割れ面シール

注入

終了

パイプ間隔確認

シール材の養生

注入量の確認、養生

ひび割れ

ひび割れ注入工の手順

注入用治具の撤去

シール材の撤去

注入用治具のセット

ひび割れ調査

※特記事項
　Ｕカット後の切り粉は、付着性に影響するため入念に清掃すること。
　充填は空隙打残しがないようにノズルを密着させ、加圧しながら行い、表面はヘラ等で平滑に仕上げること。
　充填後は損傷,汚染がないよう、硬化するまで適切養生すること。
　本計画では挙動がないひびわれとしているが、挙動が大きいと判断した場合は、監督員と協議し、挙動に追従する材料に変更すること。
（可とう性エポキシ樹脂や土木用シーリング材など）

※特記事項
　注入材にエポキシ樹脂系接着材を用いて注入圧0.4MPa以下の低圧かつ低速で注入すること。

※特記事項
　施工は、事前補修（断面修復工,ひびわれ補修工）が完了してから行うこと。
　被覆を阻害する付着物(苔,汚れ等)は入念に除去すること。

1液性ポリウレタン樹脂 16.50 L 100㎡×0.15L/m2×ロス率1.1

11.00

可視性表面保護工 　100m2当り

kg

1液性ポリウレタン樹脂×10％1.65希釈用シンナー kg

1液性ウレタンプライマー 100㎡×0.1Kg/m2×ロス率1.1

(規格）
日本道路協会 鋼道路橋防食便覧（平成26 年3 月）
府Ⅱ-４．コンクリート塗装用塗料標準塗料材料の品質　CC-B に準じる

補修工法詳細図

【臥竜橋】

※A3版出力の場合、縮尺は50%となる。
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仮設足場計画図

高水敷
高水敷

百々川

⇒

百
々
川

CL

センター

補修施工面

仮設足場

W
=
0
.
8
m

W
=
2
.
4
m

W
=
0
.
8
m

W
=
8
.
0
m

W
=
2
.
4
m

補修施工面

仮設足場

[凡例]

H
=
3
.
0
m

9
 
0
0
0

2 500

1 200

DL=410.000

A1

P1 P2

A2

▽423.934

▽HWL425.634

左岸

右岸

DL=410.000

A1

P1 P2

A2

枠組足場

枠組足場

500 側径間　43 000 中央径間　60 000 側径間　43 000 500

100 桁　　長　147 000 100

橋　　長　147 200

15
34
.7
50

15
78
.3
50

16
38
.3
50

16
81
.9
50

仮設足場参考図

側　面　図 S=1:300

平　面　図 S=1:300

仮設足場工　数量表

工　種 種別-細別 規　　格 単位 数　量 算　　　　式

足場工

（（2.5+9.0）×2＋8.8）×3.0 ＝ 95.40 掛m2

枠組足場 掛m2安全ネットなし

枠組足場

95 95.40

【臥竜橋】



片
側
通
行
止

停
止
位
置

50m
先

規制中

100m
先

規制中

50m
先

規制中

100m
先

規制中

片
側
通
行
止

停
止
位
置

片
側
通
行
止

停
止
位
置

片
側
通
行
止

停
止
位
置

【臥竜橋 補修工事】
　※規制形態　片側交互通行

交通規制図

＜全体平面図＞ S=1:500

百
々
川
緑
地

百
々
川
緑
地

片側交互通行 規制区間 約150m
臥竜橋 L=147m W=12.8m

⇒

百
々
川

← 菅平 方面

市道 高甫南原線（北信濃くだもの街道） 小布施町 方面→

＜規制概念図＞ S=1:200

施工計画参考図
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市道高甫南原線

臥竜橋(百々川)　須坂市大字野辺(野辺町)

有限会社 光コンサルタント

施工計画参考図18 18

2026年度　道路メンテナンス事業　臥竜橋修繕工事

※歩行者通行時、注意喚起する
（機械は停止する）

規制区間は50m程度で順次移動する40ｍ程度

車両動線

車両動線

歩道

歩道

交通誘導員

交通誘導員

歩道保安員

作業範囲作業範囲

【臥竜橋】


